
北
九
州
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
・
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
、
身
近
に

相
談
相
手
が
な
く
、
絶
望
し
、
生
き
る
力
を

失
い
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
に
、
訓
練

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が
電
話
を

と
お
し
て
、
共
に
考
え
、
そ
の
人
が
自
ら
の

力
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

▽�

養
成
期
間　
10
月
７
日
土
～
令
和
７
年
２

月
（
年
末
年
始
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
立
北
九
州
勤
労
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
井
堀
）

▽�

内
容　
【
講
座
】
10
月
７
日
～
令
和
６
年
３

月
23
日
の
毎
週
土
曜
日
・
午
後
２
時
～
４

時
30
分
（
一
部
午
後
５
時
ま
で
）

　

�【
実
習
】
令
和
６
年
４
月
～
７
年
２
月
（
７

月
に
一
泊
研
修
あ
り
）

▽�

受
講
料　
３
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
一
泊

研
修
費
用
を
含
む
）

▽�

募
集
定
員　
30
人

▽�

応
募
資
格　
養
成
講
座
に
参
加
し
認
定
を

受
け
、
相
談
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
で
き
る
20
歳
～
68
歳
の
人

▽
申
込
期
限　
９
月
20
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
北
九
州
い
の

ち
の
電
話
事
務
局
（
☎
６
５
２
‐
６
６
２
８
）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
６
５
１
‐
６
５
９
５
）

「
災
害
へ
の
備
え
」

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
予
想
さ
れ
る
被
害

や
救
助
活
動
、
避
難
生
活
な
ど
の
課
題
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
命
を
守
る
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
、
地
域
に
密
着
し
た
形
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

対
象　
自
治
区
、
小
学
校
区
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体

※
個
人
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

事
業
課
救
護
・
福
祉
係
（
☎
︿
０
９
２
﹀

５
２
３
‐
１
１
７
２
）

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※�

申
し
込
み
や
詳
し
い
内
容

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
を
身
に
付
け
、
介
護
の
業
務
に
携
わ

る
う
え
で
知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
の
仕
事
に

就
き
た
い
人
や
将
来
の
た
め
に
介
護
を
知
り

た
い
人
な
ど
、介
護
の
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
①
Ａ
日
程
】
８
月
31
日
木
、
９
月

７
日
木
、
14
日
木
、
21
日
木
、
28
日
木
・

午
前
10
時
か
ら

���【�

②
Ｂ
日
程�

】
令
和
６
年
２
月
３
日
土
、
11

日
日
、
17
日
土
、
24
日
土
、
３
月
２
日
土・

午
前
10
時
か
ら�

※�

①
②
い
ず
れ
も
５
日
間
の
受
講
が
必
要
で

す
。終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
①
ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸
畑
区
汐

井
町
）
②
新
小
倉
ビ
ル
（
小
倉
北
区
米
町
）

※�

筑
豊
地
区
（
中
間
市
）
な
ど
の
会
場
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　
介
護
未
経
験
者

▽
定
員　
50
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
福
岡
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
︿
０

９
２
﹀
５
８
４
‐
３
３
１
０
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー「
緑
化
講
習
会
」

草
花
と
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
座

　
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
９
日
土
・
午
後

１
時
30
分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
北
九
州
市
立
総
合
農

事
セ
ン
タ
ー（
小
倉
南
区
横
代
）

▽�

内
容　
①
草
花
と
②
多
肉
植
物
の
寄
せ
植

え
講
座
で
す
。
①
②
の
講
義
を
受
講
後
、

実
技
（
実
技
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
）
を
行
い
ま
す
。

▽�

定
員　
合
計
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

材
料
費　
①
草
花
１
５
０
０
円 

②
多
肉
植

物
１
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　
８
月
８
日
火
～
９
月
１
日
金

に
、
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１
１
９
３
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２

‐
１
５
５
８
）
へ

※
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

令
和
５
年
度
動
物
セ
ミ
ナ
ー

～
室
内
飼
い
の
す
ゝ
め
～

　
猫
を
室
内
で
飼
う
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
講
義
で
す
。

▽�

と
き
　
８
月
31
日
木
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ
　
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
２
階
（
宗
像
市
東
郷
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

定
員
　
会
場
＝
30
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
１
０
０
人

▽�

費
用
　
無
料

▽�

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み

▽�

申
込
期
間　
８
月
10
日
木
～
24
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活
衛
生

係
（
☎
︿
０
９
４
０
﹀
４
７
‐
０
３
４
４
）

みんなの

ひろば

申し込み
ホームページ

申し込み
ホームページ

ふくふくネット
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

青
葉
木
莬
深
い
孤
独
の
闇
に
鳴
く

�

野
口
加
津
美

緑
陰
の
赤
き
垂
幕
地
蔵
堂

�

花
田
八
代
美

蜑
町
で
バ
ス
折
返
す
新
樹
風

�

吉
住　
利
枝

堰
く
水
を
魚
梯
に
落
と
す
夏
つ
ば
め

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

勇
み
立
つ
祇
園
囃
子
の
太
鼓
音

�

田
尾
三
千
枝

薔
薇
園
の
ア
ー
チ
の
下
の
白
い
椅
子

�

縄
田　
惠
子

花
栗
や
午
報
大
き
く
過
疎
の
町

�

仲
山
ク
ニ
子

老
鶯
の
声
降
り
て
来
る
切
り
通
し

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

手
術
終
え
無
事
に
退
院
し
た
る
息こ子
は

盆
の
帰
省
を
待
ち
焦
が
れ
お
り

�

田
中
勢
津
子

い
く
た
び
も
長
湯
の
夫
に
声
か
け
し

こ
と
思
い
だ
す
盆
近
づ
け
ば

�

後
藤　
征
子

実
生
な
る
南
瓜
の
蔓
の
広
が
り
て

足
の
踏
み
場
に
戸
惑
う
狭
庭

�

麻
生　
清
子

盆
提
灯
箱
よ
り
出
し
て
拭
き
清
め

先
祖
供
養
の
灯
り
を
灯
す

�

宮
﨑
佐
代
子

この夏の星を見る
��辻村　深月　著��

　コロナ禍による休校や緊急事
態宣言、これまで誰も経験した
ことのない事態の中で大人たち
以上に複雑な思いを抱える中高
生たち。しかしコロナ禍ならで
はの出会いもあった。リモート
会議を駆使して、全国で繋がっ
ていく天文部の生徒たち。哀し
さ、優しさ、あたたかさ。人間
の感情のすべてがここにある。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日月、14日月、21日月、24日木、
28日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ８月

と　き 　　出　演・催　し　　
２日水 赤ちゃんおはなし会たっち
12 日土 お話しポケット
13 日日 にじの会
19 日土 おはなしトントン
27 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　

実力派女性作家の集まり「アミの会」に所属する
北九州市出身の小説家、松村比呂美さんを講師に迎
え、短編小説ができるまでの普段聞けないエピソー
ドや「アミの会」の舞台裏をお聞きします。△ �

とき　９月 24 日日・午後２時から△

ところ　中央公民館２階△ �

定員　80 人 ( 事前申し込み先着順）△ �

申込受付　８月１日火から電話または図書館カウ
ンターで受け付け

　第 69 回青少年読書感想
文全国コンクールの課題図
書、第 67 回西日本読書感
想画コンクールの指定図書
をそれぞれのコーナーに展
示しています。小学生向け
は１階、中高生向けは２階Ｙ

ヤングアダルト
Ａコーナー。本を読ん

で感じたことを文や絵で表してみませんか。

読書感想文・感想画特集コーナー

【一般書】
運び屋円十郎 三本　雅彦�� 著
限界国家 楡　周平� 著
彼女はそこにいる 織守　きょうや� 著
図書館のお夜食 原田　ひ香� 著

【児童書】
金曜日のあたしたち 濱野　京子� 作
彗星とさいごの竜 今井　恭子� 作
おばあちゃんのにわ ジョーダン・スコット�作
なつやすみ 麻生　知子� 作
ほげちゃんとおばけ やぎ　たみこ� 作

松村比呂美さん講演会
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